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猛
暑
の
毎
日
で
す
が
皆
様
に
は
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

か
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
同
族
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
戴

き
あ
り
難
く
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
こ
で
今
年
の
前
半
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
競
馬
」
と
「
賀
茂
祭
」
も
無
事
安
全
に
ご
奉
仕
が
出
来

ま
し
た
。
大
神
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
関

係
者
の
ご
努
力
に
対
し
ま
し
て
も
お
礼
を

0

申
し
上
げ
た

く
思
い
ま
す
。 

     

本
年
の
両
祭
り
は
例
年
と
異
な
り
「
騎
馬
出
走
時
刻
の

厳
守
」
と
「
品
位
の
向
上
」
と
い
う
予
て
か
ら
の
課
題
の
解

決
を
図
る
よ
う
強
い
要
請
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
は
同
族
会
の
一
層
強
い
自
発
性
の
発
揮
も
促

さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
出
走
時
刻
の
遅
延
は
勅
使
、
有
料

観
覧
者
、
報
道
陣
等
に
対
し
失
礼
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く

神
社
の
積
極
的
経
営
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
を
生
じ
る
た
め
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若
し
も
品
位
に
見
劣
り
が
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
賀
茂
氏
と
し
て
い
く
ら
そ
の
歴
史
を
担
っ
て
き
て

い
る
と
は
言
え
独
占
的
に
競
馬
神
事
に
奉
仕
す
る
根
拠

を
失
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
要
件
を
も
ク

リ
ア
し
十
分
優
れ
た
結
果
で
応
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

こ
と
は
関
係
者
の
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
り
改
め
て
お
礼
を

申
し
上
げ
た
く
思
い
ま
す
。 

同
族
会
の
と
り
ま
し
た
対
策
と
し
て
は
課
題
解
決
を
図

る
べ
く
若
手
を
中
心
に
「
競
馬
委
員
会
」
を
設
置
し
「
練
習

方
法
」
の
見
直
し
か
ら
始
ま
り
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
検
討
を
加

え
実
行
に
う
つ
し
て
成
果
を
あ
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

な
に
よ
り
大
き
な
収
穫
と
し
て
は
若
手
に
「
競
馬
」
の
質

的
向
上
へ
の
経
験
と
自
信
と
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
四
月
二
十
二
日
に
は
第
四
回
「
社
叢
神
山
奉
仕
報

告
祭
」
を
、
遠
路
関
東
支
部
か
ら
の
参
加
も
含
め
総
勢
十

九
人
で
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
途
中
か
ら
小
雨
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
皆
さ
ん
の
強
い
ご
奉
仕
の
気
持
ち
と
力
で

手
早
く
磐
座
近
辺
の
清
掃
が
進
み
参
加
者
の
手
で
注
連
縄

を
更
新
し
一
同
清
々
し
い
気
持
ち
で
美
し
い
山
躑
躅
の
山

道
を
下
山
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
蔭
で
磐
座
付
近
も

見
違
え
る
ば
か
り
に
き
れ
い
に
な
り
神
の
お
住
み
に
な
る
神

山
と
い
え
る
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
で
も
う
少
し
賀
茂
社
の
現
状
と
方
向
性
を
申
し
上

げ
ま
す
と
、
賀
茂
社
運
営
の
基
本
を
「
積
極
経
営
」
と
窺
わ

れ
る
強
力
な
方
針
に
転
じ
、
社
頭
の
賑
わ
い
も
大
変
盛
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
真
に
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
す
。 

同
族
会
は
本
年
の
活
動
方
針
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
賀

茂
社
の
こ
の
方
向
に
対
し
て
積
極
的
に
協
力
し
て
ゆ
き
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
賀
茂
社
に
お
け
る
そ
の
他
の
重
点
的
目
標

と
し
て
は
、
平
成
二
十
七
年
に
斎
行
さ
れ
る
「
第
四
十
二
回

式
年
遷
宮
の
成
功
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
遷
宮
事

業
の
進
捗
状
況
は
既
に
昨
年
十
月
十
八
日
に
賀
茂
社
崇
敬

会
を
母
体
と
す
る
「
第
四
十
二
回
式
年
遷
宮
奉
賛
会
」
の

設
置
が
賀
茂
社
並
び
に
崇
敬
会
役
員
会
で
承
認
さ
れ
次
い

で
本
年
三
月
八
日
に
崇
敬
会
主
催
に
よ
る
同
奉
賛
会
の
発

会
式
が
行
わ
れ
る
な
ど
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。 

同
族
会
の
皆
様
に
も
奉
賛
会
の
諸
役
を
一
人
で
も
多
く

が
お
引
き
受
け
頂
き
遷
宮
に
対
す
る
建
言
や
推
進
，
実
施

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
こ
の
機
会
に
本
来
的
賀
茂
社

へ
の
限
り
な
い
復
活
（
建
造
物
だ
け
で
は
な
く
伝
統
文
化
の

面
も
含
め
）
の
た
め
お
力
を
頂
き
た
く
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。 同

族
会
の
今
年
後
半
事
業
は
年
初
計
画
通
り
実
施
い
た

し
ま
す
。 

例
年
秋
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
祖
先
祭
に
は
在
實
公
千
年

祭
を
も
併
斎
し
十
一
月
十
七
日
（
土
）
に
国
立
京
都
国
際

会
館
で
行
い
ま
す
。
多
数
の
皆
様
の
参
列
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
賀
茂
社
並
び
に
同
族
会
お
よ
び
会
員
の
皆
様
の

ご
繁
栄
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

（
以
上
） 
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『
在在
實實
公公
千千
年年
祭祭
』
に
つ
い
て
（
註
一
参
照
）

 
 

在
實
公
千
年
祭
特
別
委
員
会 

 
 

梅
辻 

諄 
 

                           

   
   

                              

                                    

[

参
考
資
料] 

こ
こ
で
因
み
に
前
回
（明
治
四
十
年
四
月
二
十
八
日
斎
行
）の
九
百
年

祭
の
概
要
を
『中
祖
在
實
君
九
百
年
薦
事
報
告
書
』（明
治
四
十
年
十

一
月
発.

行
）か
ら
抜
粋
し
若
干
容
易
化
補
足
し
た
も
の
を
転
載
し
往

時
に
想
い
を
馳
せ
る
と
と
も
に
、
千
年
祭
参
加
への
糧
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。 

在
實
君
九
百
年
祭
事
記 

（
一
）
同
族
へ
発
告
の
文 

謹
啓
賀
茂
在
實
県
主
は
各
位
の
悉
知
せ
ら
る
る
ご
と
く
吾
が

氏
族
の
中
祖
に
し
て
寛
弘
七
年
卒
去
以
来
、
茲
に
殆
ん
ど
九
百

年
歴
朝
の
特
殊
な
る
恩
寵
を
こ
う
む
り
、
子
孫
連
綿
と
し
て
繁

栄
し
今
日
あ
る
は
、
全
く
そ
の
遺
徳
に
外
な
ら
ず
と
信
ず
。
し

た
が
っ
て
我
々
相
謀
り
本
年
四
月
二
十
八
日
を
卜
し
、
上
賀
茂

村
小
学
校
内
に
於
い
て
祭
儀
を
執
行
し
一
つ
は
神
霊
に
対
し
報

本
反
始
の
道
を
尽
く
し
、
一
つ
は
後
昆
（
子
孫
）
を
し
て
尊
祖

敬
宗
の
念
を
涵
養
せ
し
め
ん
と
す
。
各
位
斯
の
趣
旨
を
賛
同
せ

ら
れ
奮
っ
て
其
の
費
金
を
寄
贈
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
う
。 

明
治
四
十
年
三
月
三
日 

発
起
者
關
目
顯
之
外
二
十
二
人
に
し
て
祝
詞 

の
文
中
に
委
し
け
れ
ば
爰
（
こ
こ
）
に
略
す
。 

（
編
集
者
註
）
祝
詞
に
記
さ
れ
て
い
る
二
十
二
人
は
左
記
の
各
氏
。 

關
目
顯
之
、
南
大
路
維
顯
、
市
惟
顯
、
西
池
季
繁
、

山
本
邦
保
、
中
大
路
季
滿
、
増
澤
季
的
、
山
本
氏
輔
、

戸
田
保
憲
、
藤
木
經
榮
、
北
大
路
顯
壽
、
井
關
良
顯
、

松
下
清
岑
、
岡
本
清
行
、
關
目
琴
季
、
岡
本
明
季
、

藤
木
行
直
、
青
木
邦
彦
、
西
池
成
義
、
岩
佐
氏
英
、

山
本
直
幸
、
山
本
豹
文 

（
二
）
当
日
担
当
者
氏
名 

祭
典
係 

關
目
顯
之 

西
池
季
繁
、
増
澤
季
的
、
山
本
氏
輔
、

戸
田
保
憲
、
井
關
良
顯 

山
本
豹
文 

会
計
係 

南
大
路
維
顯
、
市
惟
顯
、
山
本
邦
保
、
西
池
成
義
、

岩
佐
氏
英
、 

 
 
 
 
 

庶
務
係 

中
大
路
季
滿
、
藤
木
經
榮
、
松
下
清
岑
、
岡
本
清
行
、

關
目
琴
季
、
岡
本
明
季
、
藤
木
行
直
、
青
木
邦
彦
、

山
本
直
幸 

（
三
）
祭
場
、
祭
壇 

上
賀
茂
小
学
校
雨
天
体
操
場
北
側
三
分
通
を
祭
庭
と
し
、
周

囲
に
高
く
注
連
縄
を
張
り
、
其
の
中
央
に
南
面
し
て
神
籬
を
結

い
そ
の
様
は
御
生
所
お
囲
い
に
準
ず
る
。
正
面
の
左
右
に
大
榊

を
た
て
、
五
色
の
絹
を
吊
る
し
左
剣
、
右
鏡
を
飾
り
中
央
に
大

八
脚
を
置
く
。 

先
生
に
よ
る
記
念
講
演
に
移
り
ま
す
。
同
先
生
は
上
賀

茂
神
社
の
古
文
書
調
査
の
指
導
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
御

経
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
お
話
が
伺
え
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。 

 

記
念
講
演
の
後
は
、
同
じ
会
館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン｢

さ
く

ら｣

に
席
を
移
し
、
直
会
（
な
お
ら
い
）
を
行
い
ま
す
。
理

事
長
や
来
賓
の
挨
拶
の
後
に
、
箏
曲
演
奏
や
競
馬
委

員
会
の
制
作
に
よ
る｢

賀
茂
の
競
馬｣

の
映
像
記
録
を
映

写
し
て
、
同
族
会
の
方
々
の
日
頃
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
直
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
充
分
時
間
が
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
か
御
提
案

く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
直
会
は
参
加
費
（
一
人
五
〇

〇
〇
円
程
度
）
を
頂
く
予
定
で
す
。 

 

し
か
し
、
い
か
に
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
も
、
参
加
す

る
人
が
少
な
け
れ
ば
こ
の
祭
典
は
無
意
味
と
な
り
ま

す
。
ど
う
か
お
宅
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
の
十
一
月
十
七
日

に
こ
の
千
年
祭
を
お
加
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
長
ば
か

り
で
な
く
ご
家
族
を
ご
同
伴
く
だ
さ
い
。
お
誘
い
合
わ
せ

御
参
加
下
さ
い
ま
し
て
、
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
く
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
註
一
） 

在
實
公
の
没
年
は
不
詳
。
正
し
く
は
略
千
年
と

言
う
べ
き
。
九
百
年
祭
斎
行
時
点
で
在
實
公
の
子
息
忠
頼

の
没
年
寛
弘
七
年
（
西
暦
一
〇
一
〇
年
）
を
在
實
公
の
没
年
と

見
誤
っ
た
結
果
の
よ
う
だ
。
典
拠: 

藤
木
文
雄
「
賀
茂
在
實

初
代
神
主
職
補
任
異
伝
の
考
察
」
、
『
み
た
ら
し
の
う
た
か

た
』
、
六
号
、
平
成
十
八
年
十
月
、
十
四
〜
二
十
一
ペ
ー
ジ

に
よ
る
。 

賀
茂
在
實
は
わ
れ
わ
れ
賀
茂
県
主
族
の
平
安
時

代
に
お
け
る
中
興
の
祖
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
代

の
上
賀
茂
神
社
の
神
主
で
あ
り
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の

系
図
の
十
六
流
の
根
元
が
こ
の
在
實
公
に
始
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
皆
様
よ
く
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。
明
治

時
代
に
行
わ
れ
た
九
百
年
祭
に
続
い
て
、
今
年
十
一

月
十
七
日
に
千
年
祭
を
行
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が

太
古
か
ら
緊
密
な
関
係
を
保
っ
て
き
た
地
縁
血
縁

集
団
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
自
覚
で
き
る
大
き
い
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
是
非
と
も
成
功
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
九
月
頃
に
お
知
ら
せ
す

る
と
し
て
、
今
回
は
大
体
の
骨
組
み
だ
け
を
提
案
し

ま
す
。 

日
時 

: 

平
成
十
九
年
十
一
月
十
七
日
（
土
） 

午
前
十
時
三
十
分
開
始 

場
所 

:

国
立
京
都
国
際
会
館 

Ｄ
ル
ー
ム 

祭
典
は
上
賀
茂
神
社
の
田
中
宮
司
に
斎
主
を
お

勤
め
頂
い
て
、｢

平
成
十
九
年
度
祖
先
祭｣

と
兼
ね
て

行
い
ま
す
。
従
来
の
祖
先
祭
と
は
少
し
趣
を
変
え

て
、
祭
典
の
中
で｢

御
神
楽｣

を
約
二
十
分
間
催
す
よ

う
に
た
だ
今
準
備
中
で
す
。
こ
れ
は
か
っ
て
宮
中
、
伊

勢
、
賀
茂
に
し
か
な
か
っ
た
由
緒
あ
る
舞
で
す
。 

祭
典
は
約
一
時
間
か
か
り
、
祭
典
後
、
一
同
が
Ｄ
ル
ー

ム
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
す
。 

次
に
同
じ
会
場
に
て
、
京
大
名
誉
教
授
の
大
山
喬
平
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（
四
）
展
観
物
出
品 

二
十
五
家
か
ら
出
品
、
詠
歌
五
十
二
首 

（
五
）
祭
官 

祝
詞 
出
雲
宮
司
正
六
位
藤
木
保
受
（
五
位
袍
、
紫
袴
）
。

次
官 
戸
田
保
憲
（
祭
服
）
。 

清
祓 

山
本
豹
文
（
斎
服
）
。            

 
 
 

 

操
出 

藤
木
頼
直
（
浄
衣
）
。 

（
六
）
祭
典
次
第 

○ 

先
ず
午
前
八
時
神
籬
以
下
を
飾
装
す
る
。 

○ 

祭
典
掛
準
備
完
了
の
由
を
祭
主
に
報
告
。 

 
 

○ 

祭
官
以
下
諸
員
着
席
。 

○ 

祓
主
清
祓
を
行
う
。 

○ 

祭
主
神
玉
籬
に
向
か
い
降
臨
式
を
終
え
復
席
。 

•  

こ
の
間
伶
人
管
弦
を
奏
す
。
諸
員
起
立
敬
礼
。 

○ 

次
官
、
神
饌
及
び
時
花
並
び
に
詠
歌
を
供
え
る
。 

•  

こ
の
間
奏
楽 

○ 

祭
主
祝
詞
を
奏
上
を
終
え
玉
串
を
奉
奠 

○ 

次
官
以
下
発
起
の
各
員
玉
串
を
奉
奠 

○ 

参
列
者
の
参
拝 

○ 

次
官
に
よ
る
撤
饌
。 

•  

こ
の
間
奏
楽 

○ 

祭
主
に
よ
る
昇
神
式
を
終
え
復
席
、
退
出
。 

○ 

次
官
以
下
一
同
退
下
。 

○ 

正
午
祭
儀
終
了
。 

○ 

休
憩
所
に
お
い
て
参
拝
者
五
三
人
に
酒
饌
を
供
す
。

○ 

午
後
神
籬
に
て
猿
楽
を
演
ず
。 

○ 

午
後
五
時
役
員
一
同
神
饌
を
直
会
す
。 

（
七
）
氏
門
の
外
招
待
者 

別
雷
宮
司
正
六
位
多
村
知
興
。
同
禰
宜
若
林
房
之
進
。

村
長
兼
学
校
管
理
舟
槻
源
徳
。
助
役
北
波
長
三
郎
。 

尋
常
高
等
小
学
校
長
国
友
初
衛
。氏
族
第
一
老
關
目
福
季

内
来
拝
す
る
者
校
長
、
一
老
の
み
。 

（
八
）
神
饌
供
進
次
第 

先
ず
お
箸
、
和
稲
、
荒
稲
、
椎
葉
餅
、
椎
葉
団
粉
、

鯉
、
山
鳥
、
鯛
、
鴨
、
野
菜
、
海
菜
、
鯖
、
塩
、
お

酒
、
時
菓
、
景
物
、
山
吹
、
躑
躅
、
椿
等
の
花
弁
に

詠
歌 

（
九
）
費
金
寄
贈
者
一
五
五
名
（
下
記
）
に
よ
る
収
入
金 

計 

金
壹
百
四
拾
壹
圓
五
拾
錢
也 

等
の
記
載
が
あ
る
。
ご
参
考
に
供
し
た
い
。
（
編
集
委
員
記
）

費

金

寄

贈

者

鳥
居
大
路
恕
平

同 
 
 

俊
平

同 
 
 

應
子

座
田
達
二 

藤
井
音
吉 

中
大
路
季
白 

北
大
路
季
良 

西
池
成
義 

増
澤
季
的 

南
大
路
勇
太
郎

新
庄
季
九
郎 

西
池
季
益 

星
野
元
彦 

西
池
氏
治 

藤
木
顯
士 

岡
本
清
金 

梅
辻
保
朝 

梅
辻
年
久 

井
關
良
顯 

多
村
知
興 

西
池
重
次
郎 

野
村
孝
清 

藤
木
孝
顯 

蔣
池
清
文 

藤
木
經
輝 

田
中
靖
長 

須
磨
清
泉 

金
陵
好
清 

蔣
池
季
尾 

岡
本
保
武 

岡
本
守
經 

岡
本
保
益 

堀
内
紀
子 

同 

素
子 

南
大
路
他
五
郎

戸
田
重
民 

戸
田
保
憲 

西
岡
寔
清 

伊
丹
鹿
子 

山
本
清
政 

岡
本
保
昌 

堀
内
清
明 

浦
野
駿
三 

木
下
泰
久 

關
目
琴
季 

岡
本
經
邦 

西
池
氏
文

 

岡
本
保
佐 

増
澤
季
扶 

芝 

通
太
郎

高
田
花
子 

山
本
氏
往 

杉
山
經
明 

山
本
龜
光 

袖
岡
景
祐 

田
口
顯
瑞 

山
本
氏
輔 

市 

貞
顯 

藤
木
行
直 

星
野
貞
直 

中
大
路
季
榮

藤
木
保
受 

松
下
清
岑 

市  
惟
顯 

中
大
路
季
滿

岡
本
清
行 

山
本
邦
保 

青
木
邦
彦 

岡
本
貨
子 

岡
本
里
子 

戸
田
み
か
子

岡
本
せ
ん
子

星
野
ふ
み
子

北
大
路
梶
子

北
大
路
忠
子

北
大
路
盛
子

山
本
豹
文 

山
本
直
幸 

岩
佐
氏
英 

關
目
顯
之 

渡
邉
顯
淨 

渡
邉
顯
辰 

山
本
經
生 

山
本
吉
若 

宮
島
啓
彦 

服
部
應
保 

芦
田
清
約 

岡
本
清
遠 

岡
本
清
香 

藤
木
鶴
三 

藤
木
永
吉 

南
大
路
維
顯 

山
本
經
弘 

西
池
季
龍 

山
本
經
門 

新
庄
氏
高 

岡
本
俊
保 

岡
本
誠
夫 

岡
本
清
述 

藤
木
友
顯 

西
池
季
親 

岡
本
虎
十
郎 

藤
木
多
賀 

藤
木
氏
清 

岡
田
道
保 

藤
木
經
衷 

岡
本
季
明 

岡
本
定
清 

藤
木
利
清 

近
藤
經
長 

松
田
一
直 

山
本
和
三
郎 

山
根
保
郭 

山
本
秀
經 

山
本
美
保 

藤
木
經
榮 

西
池
顯
曹 

蔣
池
季
智 

藤
木
佶
直 

西
池
季
利 

藤
木
亮
直 

馬
場
豐
次
郎

山
本
義
太
郎

山
本
瑛
瑛
稚

岡
本
明
季 

堀
川
岑
太
郎

岡
本
氏
忠 

藤
木
茂
止 

西
池
季
澄 

岡
本
清
榮 

芝  

意
清 

藤
木
一
顯 

西
池
氏
利 

中
大
路
顯
孝

西
池  

弘 

藤
木
頼
直 

堀
内
保
秀 

柳
阪
信
保 

岡
本
澄
顯 

林  

重
大 

藤
木
賢
五
郎

藤
木
顯
道 

西
池
顯
平 

中
大
路
季
令

藤
木
歌
枝 

山
本
善
顯 

芝  

季
廸 

山
本
乙
顯 

御
薗
顯
角 

山
本
季
敞 

山
本
經
能 

中
大
路
史
顯

東
辻
保
昭 

西
岡
世
清 

岡
本
顯
文 以

上

   

平
成
二
十
七
年
秋
に
賀
茂
社
で
は
第
四
十
二
回
式
年

遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
は
よ
く
ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
式
年
遷
宮
の
制
に
よ
り
遷
宮
が
行
わ
れ
る
の

は
伊
勢
神
宮
と
賀
茂
社
の
み
で
あ
り
如
何
に
皇
室
が
賀

茂
社
を
大
切
に
な
さ
っ
て
い
ら
れ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

賀
茂
社
で
は
賀
茂
社
崇
敬
会
に
よ
り
遷
宮
奉
賛
会
を
立

ち
上
げ
順
次
実
務
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
奉
賛
会
役
員

に
選
出
さ
れ
た
場
合
に
は
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
賀
茂

社
の
た
め
に
ご
尽
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

第
四
十
二
回
式
年
遷
宮
事
業
の
計
画
概
要
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す 

（
１
）
式
年
遷
宮
祭 

 
 
 
 
 

〇
．
四
五
億
円 

（
２
）
国
宝
本
殿
、
権
殿
等
建
造
物 

桧
皮
屋
根
葺
き
替
え 

 

一
〇
．
〇 

億
円 

（
３
）
未
指
定
重
要
建
造
物 

桧
皮
屋
根
葺
き
替
え 

 
 

二
．
〇 

億
円 

 
 

（
指
定
の
た
め
の
学
術
調
査
を
含
む
） 

（
４
）
古
文
書
修
復 

 
 
 
 
 

〇
．
三
五
億
円 

（
５
）
付
属
施
設
新
設
及
び
改
修 

八
．
〇 

億
円 

（
６
）
境
内
環
境
整
備 

 
 
 
 

〇
．
四 

億
円 

（
７
）
奉
祝
祭
典
行
事 

 
 
 
 

〇
．
二 

億
円 

（
８
）
事
務
費 

 
 
 
 
 
 
 

一
．
一 

億
円 

合
計 

 
 

約 

二
三 

 

億
円 

こ
の
計
画
の
う
ち
、
と
く
に
（
４
）
、
（
５
）
、
（
６
）
、

（
７
）
に
つ
い
て
は
同
族
会
の
意
見
や
建
言
を
な
し
、
古

式
豊
か
な
賀
茂
社
の
実
現
を
は
か
る
よ
い
機
会
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

第
四
十
二
回
式
年
遷
宮
（
平
成
二
十
七
年
）の 

概
要
と
同
族
会
の
対
応
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神
奈
川 
西 

池 

伸 

弥 
 
 

我
が
一
族

が
東
京
圏
に

移
り
住
ん
で
、

お
お
よ
そ
一

世
紀
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
。 

私
が
生
ま
れ
た
頃
に
は
、既
に
祖
父
母
は

居
ら
ず
、賀
茂
の
こ
と
は
父
か
ら
の
伝
聞
に

頼
る
し
か
な
か
っ
た
。そ
の
父
も
亡
く
な
っ

て
四
半
世
紀
が
過
ぎ
た
。
生
前
、
も
っ
と
先

祖
の
こ
と
を
聞
い
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と

後
悔
し
て
い
る
。 

以
下
に
述
べ
る
こ
と
は
、父
か
ら
聞
い
た

先
祖
達
の
逸
話
で
あ
る
。明
治
維
新
に
よ
り

御
所
で
の
職
を
失
い
、京
都
を
離
れ
た
賀
茂

一
族
が
辿
っ
た
一
つ
の
話
と
し
て
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。 

私
の
西
池
家
は
「
季
の
一
流
」
で
、
西
賀

茂
に
は
、五
代
前
の
祐
季
を
筆
頭
と
し
た
墓

地
が
あ
る
。
こ
の
祐
季
は
、
幕
末
に
朝
廷
と

幕
府
の
間
を
取
も
つ
伝
奏
役
の
書
記
と
し

て
公
武
合
体
を
目
指
し
て
活
躍
し
た
人
物

で
あ
る
。 

そ
の
孫
季
益
の
時
代
、祖
父
の
功
績
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、明
治
政
府
か
ら
爵
位

（
伯
爵
）
授
与
の
話
が
舞
込
ん
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
彼
は
、
そ
れ
を
辞
退
し
、
そ
の
か

わ
り
に
酒
樽
一
斗
を
得
た
と
い
う
。そ
の
少

し
前
の
こ
と
、近
所
に
大
久
保
利
通
が
住
ん

で
い
て
、一
緒
に
東
京
へ
行
か
な
い
か
と
誘

わ
れ
た
が
、
こ
れ
も
断
わ
り
、
そ
の
後
、
兵

庫
県
庁
・
福
岡
県
庁
へ
と
奉
職
し
て
い
る
。 

 

そ
の
子
乾
季
（
祖
父
）
は
、
進
取
の
気
質

に
富
ん
で
い
た
男
で
、当
時
と
し
て
は
め
ず

ら
し
い
外
国
語
学
校
に
進
み
、後
に
判
任
官

と
し
て
大
蔵
省
へ
勤
務
し
た
。大
分
県
内
の

税
務
署
在
任
中
に
福
岡
の
庄
屋
の
娘
を
娶

り
六
男
二
女
を
育
て
た
が
、そ
の
長
男
が
私

の
父
季
庸
で
あ
る
。 

季
益
は
厳
格
な
性
格
で
子
供
に
対
す
る

躾
も
大
変
厳
し
か
っ
た
ら
し
い
。父
は
長
男

と
い
う
こ
と
で
更
に
特
別
の
躾
を
受
け
た

と
い
う
。
食
事
は
、
別
室
で
父
親
と
二
人
き

り
で
と
ら
さ
れ
、
父
母
の
こ
と
を
「
お
も
う

様
」
「
お
た
あ
様
」
と
呼
び
、
廊
下
を
歩
く

際
は
歌
舞
伎
役
者
の
よ
う
に
摺
り
足
で
歩

か
さ
れ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
季
益
は
大
変
な

癇
癪
持
ち
で
も
あ
っ
た
ら
し
く
、当
時
の
職

場
の
上
司
で
あ
り
、後
に
首
相
に
な
っ
た
署

長
の
浜
口
雄
幸
と
喧
嘩
を
し
て
大
蔵
省
を

辞
め
た
。
そ
の
後
、
東
京
に
出
て
き
て
会
社

を
興
し
、日
劇
の
設
立
に
携
わ
る
な
ど
し
て

一
応
の
成
功
を
収
め
た
と
い
う
。郷
里
の
親

戚
縁
者
を
東
京
に
呼
び
寄
せ
て
面
倒
を
み

た
り
し
て
羽
振
り
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
せ

て
い
た
が
、昭
和
２
年
の
金
融
恐
慌
に
遭
い

会
社
は
膨
大
な
借
金
を
残
し
て
倒
産
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
直
後
の
こ
と
、
あ
る
右
翼

の
男
が
借
金
の
取
立
て
に
押
し
掛
け
て
き

た
が
、
祖
父
が
当
時
の
右
翼
の
大
物
、
頭
山

満
と
知
り
合
い
だ
と
知
っ
て
、逆
に
借
金
の

棒
引
き
に
尽
力
し
て
く
れ
た
う
え
、祖
父
の

死
後
も
親
身
に
な
っ
て
我
家
の
面
倒
を
み

て
く
れ
た
と
い
う
。 

 

父
季
庸
は
大
正
期
の
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
と

し
て
音
楽
学
校
に
進
み
、バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

に
な
っ
た
が
、終
戦
後
は
音
楽
家
と
し
て
は

生
活
で
き
ず
会
社
勤
め
し
た
。若
い
頃
に
は
、

北
海
道
で
の
牧
場
経
営
を
夢
み
、晩
年
に
な

る
と
、
し
き
り
と
京
都
に
住
み
た
が
っ
た
。

二
十
代
と
思
わ
れ
る
頃
の
写
真
に
、華
族
出

身
の
若
者
達
と
一
緒
に
皇
居
内
の
庭
園
の

手
入
れ
を
し
て
い
る
姿
が
写
さ
れ
て
い
た

が
、ど
う
い
う
付
合
い
だ
っ
た
の
か
は
聞
き

漏
ら
し
た
。
父
の
口
癖
は
、
賀
茂
一
族
の
一

員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
て
、と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
若
い
頃
の
私
や
妹
弟

に
は
実
感
が
湧
か
ず
む
し
ろ
、日
々
の
生
活

に
追
わ
れ
る
日
々
の
中
、強
い
反
発
を
抱
い

た
も
の
だ
っ
た
。 

 

そ
う
い
う
私
も
歳
を
経
る
に
従
っ
て
賀

茂
の
こ
と
が
気
に
な
り
だ
し
、い
つ
の
ま
に

か
同
族
会
の
お
手
伝
い
も
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
十
九
歳
の
頃
か
ら
京
都

通
い
を
続
け
て
い
る
が
、そ
の
目
的
は
上
賀

茂
神
社
の
参
拝
と
墓
参
り
で
あ
る
。何
十
回

と
な
く
訪
れ
た
地
な
の
に
飽
き
る
こ
と
な

く
、
む
し
ろ
、
そ
の
魅
力
に
は
ま
っ
て
い
る

の
は
祖
先
の
血
の
な
せ
る
所
以
な
の
だ
ろ

う
か
。 

 

長
々
と
身
内
の
話
ば
か
り
を
書
き
綴
っ

て
し
ま
っ
た
が
、遠
く
賀
茂
の
地
を
離
れ
た

私
共
に
は
、賀
茂
一
族
が
持
っ
て
い
た
気
位

と
か
生
活
習
慣
を
偲
ば
せ
る
貴
重
な
思
い

出
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
（
了
） 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

京京京
都都都
ををを
離離離
れれれ
たたた
ごごご
先先先
祖祖祖   

花を付けた葵 

 藤木顕通氏ご提供 
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法人制度改正と当財団の対応方向   藤木 文雄 

一
、
法
人
制
度
新
法
の
成
立
と
公
布 

 

法
人
改
革
三
法
公
布(

平
成
十
八
年
六
月
二
日) 

二
、
改
正
の
概
要 

①
現
民
法
の
公
益
法
人
制;

社
団
、
財
団
の
二
法
人
。

設
立
は
所
管
官
庁
の
裁
量
に
よ
る
設
立
許
可
制
。 

②
新
法
人
制
度;

一
般
法
人
二
形
態
、
公
益
法
人
二

形
態(
各
社
団
・
財
団)

に
分
別(

百
年
ぶ
り
の
改
正)

。 

（
ア)

一
般
法
人;
登
記
設
立
制(

事
業
目
的
に
制
限

な
く
、
会
社
設
立
と
同
じ
く
定
款
の
認
証
を
経
て

登
記
で
設
立
。
設
立
後
運
営
に
関
す
る
公
的
監
督

な
し<

準
則
主
義
。
収
益
配
分
せ
ぬ
一
点
で
営
利
法
人(

会
社)

と

異
な
る>) 

(

イ)

公
益
法
人;

一
般
法
人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
全

国
一
律
の
審
査
基
準(

二
三
項
目)
に
よ
っ
て
中

央
と
府
県
に
置
か
れ
る
公
益
認
定
等
委
員
会
が

公
益
性
を
審
査
（
不
特
定
且
つ
多
数
の
利
益
に
寄

与
、
公
益
事
業
比
率
五
〇
％
以
上
。
〈
事
業
内
容
と
組

織
面
の
公
益
性
〉
）
。
税
制
面
の
特
典
あ
り
。
運
営
に

は
所
管
官
庁
の
監
督
指
導
が
あ
る
。 

(

ウ)

法
人
共
通: 

（
a
）
機
関;

社
団
法
人
は
社
員
総
会
、
財
団
法

人
は
評
議
員
会
必
設
。
社
員
の
資
格
・
義
務
を
明

示
す
る
ほ
か
、
業
務
執
行
・
監
督
機
関
の
選
出
方

法
の
明
示
、
運
営
上
内
部
統
制
の
厳
格
化
を
要
求

し
て
い
る(

各
理
事
の
業
務
執
行
と
評
議
員
会
の

監
督
権
能
の
独
立
と
相
互
牽
制
の
徹
底
、
評
議
員

会
の
業
務
執
行
関
与
を
禁
止
し
決
議
事
項
を
法

令
定
款
所
定
事
項
に
限
定
。
独
立
の
評
議
員
選
出

機
関
の
設
置
を
定
款
に
明
文
化
等
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
徹
底
。
評
議
員
会
、
理
事
会
は

本
人
出
席
要<

電
磁
的
方
法
含>

。
委
任
状
出
席
は

不
可)

。 

（
b
）
会
計;

事
業
報
告
、
複
式
簿
記
の
貸
借
対

照
表
・
損
益
計
算
書
等
計
算
書
類
開
示
公
告
要
。 

三
、 

移
行
の
手
順
と
期
限 

① 

一
般
法
人
へ
の
移
行(

社
団
財
団
二
法
人
の
い
ず

れ
か
を
選
択
、
定
款
作
成
認
証
、
機
関
の
設
置)

↓
公
益
法
人
の
申
請
・
審
査
、
移
行
。 

② 

法
律
は
成
立
し
た
が
現
在
は
周
知
期
間
。
四
月
一

日
付
け
で
内
閣
府
に
民
間
の
有
識
者
か
ら
成
る

公
益
等
認
定
委
員
会
が
発
足
し
て
公
益
性
認
定

の
関
連
府
令
・
政
令
案
が
答
申
さ
れ
近
く
成
案
見

込
み
。
こ
れ
を
受
け
て
府
県
別
の
委
員
会
も
開
設

が
始
ま
り
、
本
年
末
頃
に
関
連
税
制
と
会
計
基
準

が
決
め
ら
れ
る
予
定
。
平
成
二
十
年
末
頃
に
施
行

さ
れ
、
そ
れ
か
ら
五
年
内
に
移
行
を
終
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

③ 

期
限
内
に
一
般
法
人
に
移
行
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
自
動
的
に
解
散
と
な
る
。 

四
、 

対
応
方
向
選
択
の
基
本
的
視
点 

① 

当
財
団
の
伝
統
の
維
持; 

固
有
の
文
化
遺
産
と

伝
統
の
維
持
継
承
、
賀
茂
県
主
の
血
統
主
義
の
保

持
の
可
能
性
を
担
保
す
る
法
人
形
態
が
何
か
を

見
極
め
て
選
択
。 

② 
当
財
団
の
諸
課
題
の
克
服
の
可
能
性
； 

財
政
基

盤
の
強
化
と
同
族
の
意
思
の
広
範
な
反
映
が
可

能
な
法
人
形
態
は
何
か
を
見
極
め
て
選
択
。 

③ 

新
法
規
定
の
四
つ
の
組
織
形
態
の
ほ
か
、
同
窓
会

な
ど
法
人
格
・
権
利
能
力
の
無
い
団
体
、
宗
教
法

人(

伝
統
の
継
承
・
同
族
の
結
束
、
財
政
問
題
の
解
決
が

容
易)

な
ど
を
も
視
野
に
い
れ
つ
つ
広
く
選
択
肢

に
加
え
て
、
同
族
関
係
者
の
意
向
も
汲
み
な
が
ら

取
り
組
ん
で
ゆ
く
。 

現
執
行
部
を
中
心
に
必
要
に
よ
り
専
任
機
関
を
も

設
け
て
調
査
と
試
案
の
検
討
立
案
を
進
め
、
逐
次
そ

の
状
況
を
報
告
し
て
同
族
を
は
じ
め
関
係
者
の
意
向

も
充
分
に
反
映
し
な
が
ら
、
最
適
の
組
織
形
態
を
決

定
の
う
え
そ
れ
に
向
け
て
体
制
の
整
備
を
は
か
っ
て

い
く
。
ご
理
解
と
今
後
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

（
前
号
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
の
お
詫
び-

） 
 

 

（
誤
）
朝
な
さ
な
露
に
折
れ
伏
す
は
き
萩
分
け
て
… 

（
正
）
朝
な
さ
な
露
に
折
れ
伏
す
萩
分
け
て
…
と
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 

い
つ
も
投
稿
頂
い
て
い
る
北
大
路
和
子
様
の
お
手
蹟
を
ご
披
露
し
ま
す
。 
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  この説明に対し、理事長より競馬委員会を設置し、委員長に 堀 

  川潤理事を推薦したい旨の提案があり全員の賛成を得た。 

早速委員会を立ち上げ、本年より本委員会において実施する事と

  した。 

(3) 在實千年祭に関する件 

  平成１９年度祖先祭と合わせて、在實千年祭を開催することとし、 

  平成１９年１１月１７日(土)、場所：国立京都国際会館にて、付帯行

  事、古系図一巻（予算７０万円）複製することを予定、全員の了承 

  を 得た。 

(4) 賀茂社第４２回式年遷宮に関する件 
  同族会として相応の寄付金と御神服の奉納を行うことに付いて全員

の了承を得た。 

(5) その他 
① 新公益法人法への対処の件 
 常務理事会に一任することとした。 

② 新規会員加入申請承認の件 
   申請者：水井清恵 資格基準３号に該当、有資格者として全員の

承認を得た。 

 

Ⅱ第４８回理事会（出席１１名 欠席２名） 
   平成１９年６月３日(日) 

(1) 平成１８年度決算に関する件 
・ 事務局から平成１８年度事業報告として下記項目の内容につき説明。 

イ 事業の概要：系図の展観、各神事奉仕、祖先祭、助成金募集、

その他。 

ロ 会議の開催：理事会、評議員会、合同事務局会議等の経過概要。 

・ 事務局（会計担当常務理事）から平成１８年度決算内容の説明。 

・ 松田監事から上記決算報告に対し監査結果が適正であることの   

報告がされた。 

 以上全員の賛成を得た。 

(2) 平成２０年度競馬会神事行事奉仕体制構築に関する件  
・ 平成２０年度競馬会神事行事並びに賀茂祭 

・ 走馬の儀奉仕に関する神社側との折衝は理事長、常務理事、競

馬委員長が行い同族会内諸案件は競馬委員会で案画し推進する。 

・ 同時に、競馬委員会（堀川委員長以下８名）は平成２０年度の活動

計画を立案する。 

・ 活動計画を策定するに当たり、重要な柱の一つの足汰式、菖蒲の

根合せ、競馬会の儀の祭事ﾌﾟﾛｾｽについては過去の委員会の決

定に従い理事長が作成した「乗尻所役総合管理プログラム」に基

づくものとする。（このプログラムは以後必要に応じ補訂し同族会

内で役立つ手引書とし活用する） 

(3) その他 
① 在實千年祭（理事長より） 
イ) 特別委員会の設置              

 委員長：梅辻 諄氏               

 副委員長：市忠顕氏、堀川潤氏           

 特別委員：藤木保誠氏 

ロ) 日時、場所 

 平成１９年１１月１７日(土)  国立京都国際会館 

ハ) 講師：大山喬平京都大学名誉教授 

 祭司：未定 

ニ) 予算：在實千年祭特別会計 

② 新公益法人法への対応についての報告 
藤木副理事長から当財団の意思や活動と新法の要求する公益

性との整合性を探るべく総務省に出向き調べる予定。 

 

Ⅲ第４３回評議員会（出席２１名、欠席２名） 
平成１９年２月１８日(日) 

(1) 予算に関する件 
藤木常務理事より平成１８年度一般会計収支中間状況につい

て、説明があり、次に平成１９年度一般会計収支予算について

の説明があり一同これを了承した。 

(2) 競馬会神事奉仕に関する件 
 （前理事会（2）参照） 

(3) 在實千年祭に関する件 
（前理事会（3）参照） 

尚、理事長に当日の斎主を田中宮司に依頼することが決めら

れた。 

(4) 賀茂社第４２回式年遷宮に関する件 
御神服を夏冬用各一着宛、計二着を(予算６０万円)奉納し、  

一般の奉賛金は会員各自にて神社に寄付することとした。 

(5) その他 
① 新公益法人法への対処の件 

（前理事会⑤－①参照） 

② 新規会員加入申請承認の件 

 （前理事会⑤－②参照） 

Ⅳ第４４回評議員会（出席１９名） 
 平成１９年６月１０日(日) 

(1) 平成１８年度決算の件 
 （前理事会(１)参照）なお、当会の正味財産は年々減少傾向

にあること、４月より頒布の重文系図、賀茂古地図の

DVD/CDが 91セット予約の報告があった。 

(2) 平成２０年競馬会等奉仕に関する件 
① 「競馬委員会」規則への補足新設 
② 基準、標準類の新設 
理事長より、今年度より競馬会神事・行事の実施体制につい

て変更があり、これに基づき本年度催行されたことが報告さ

れた。また、同族会が責任を持って本神事・行事を催行する

ために、神事・行事進行の基準とﾌﾟﾛｾｽにおける安全対策を

周知すること、同族会内で競馬の奉仕者を増やすこと、技量

向上のため通年で活動する必要があることの意見が述べら

れた。 

これらに基づき理事長により作成された基準、標準類案を競

馬委員会に付託することが提案され承認された。 

(3) 特別事業等推進状況報告 
① 在實千年祭 
(前理事会（３）①参照) 

② 新公益法人法への対応 
（前理事会（３）②参照） 

(4) その他 
系図展観7/29(日)開催 

理事・評議員； ９：３０集合 

(注)：一つの神事を祭祀の部分（宮司が祝詞を読む部分）と神

事・行事の部分（伝統行祭事的部分）とに区分し、後者は同族

会が主体性をもって実施することになった。         

                                           以上 

会会  務務  報報  告告  ２２  
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Ⅰ第４７回理事会（出席１１名、欠席２名） 
平成１９年２月１１日(日) 

（1） 平成１９年度事業計画（案）及び１８年度決算と１９年度予算(案)に
関する件 

・ 理事長(議長)より平成１９年度事業計画(案)として、イ）活動方

針、ロ）具体的活動事項、ハ）同族会実施行事及び神事奉仕

等について説明があり全員承認した。 

・ 藤木常務理事より平成１８年度決算中間報告と１９年度予算

（案）の説明あり、平成１８年度に付いてはほぼ予算内で収まる

予定で全員の承認を得た。今後において多くの支出面が見込

まれる中、唯一の収入面である助成金が伸びることを期待した

いむね申し添えられた。 

（2） 競馬会神事奉仕に関する件 

新方式への対応（理事長説明） 

神社より競馬会神事に関して(１月２８日付「賀茂競馬会・賀茂祭

走馬の儀奉仕依頼」）の要請があり、堀川潤理事より①競馬委員

会設置(案)、②競馬会乗馬指導者について(案)、③賀茂祭奉仕

諸役について(案)の提案説明があった。 

（6 ページにつづく）

会会  務務  報報  告告  １１  

 ｢歴史勉強会｣よりのお願い 
｢みたらしのうたかた 第 7 号｣の原稿を募集
します。そのまま印刷できる形式の原稿を 9
月末日までに梅辻諄宛お送りください。 
mail : kubotaj@mbox.kyoto-inet.or.jp 

[１] 会議予定『場所：賀茂社』 

（1） 理事会：第49回 

10 月  7日（日） 13：30 

（2） 評議員会：第45回 

10 月 14日（日）  13：30 

（3） 合同事務局会議：(13：30から) 

・第 63回会議  7月 15日（日）（済み）

・第 64回会議  9月 9日 (日） 

・第 65回会議 12月  9日 (日） 

[２] 関東支部総会 

7月 16日（土）   13：30（済み） 

[３] 行事予定 

（1） 系図曝涼            

７月 29日（日）10：00 

場所：賀茂社勅使殿  （済み） 

（2） 笠懸神事所役奉仕 

10月 21日 (日) 9：00（予定） 

（3） 祖先祭（在實千年祭を併斎） 

11月 17日（土）10：30  

場所：国立京都国際会館（宝ヶ池） 

（4） 社叢神山奉仕報告祭 

11月 25日 (日) 11：30 

集合場所：賀茂社西ノ鳥居前 

（予備日 12月 2日（日）同上）（以上）

平平平成成成 111999 年年年   後後後半半半ののの会会会務務務ととと行行行事事事     

賀
茂
社
式
年
遷
宮
も
愈
々

現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

我
々
に
は
ど
う
し
て
も
関
心

が
生
じ
る
。 

編
集
作
業
中
の
こ
の
部
屋

へ
油
蝉
が
入
り
込
み
鳴
き
だ

し
た
。
幼
小
体
験
か
ら
か
秋

の
気
配
を
感
じ
る
。
在
實
公

千
年
祭
も
間
近
い
。
百
年
に

一
回
の
佳
き
お
祭
り
に
巡
り

会
え
る
喜
び
を
噛
み
締
め
な

が
ら
、
内
容
的
に
も
精
神
的

に
も
九
百
年
祭
以
上
の
お
祭

り
に
な
る
こ
と
を
念
じ
編
集

後
記
を
終
え
る
。
（
神
鴨
子
） 

編
集
後
記 

  
練 習 待 機 の お 馬 た ち 

社叢神山を守る奉仕報告祭 

第
四
回
参
加
者 

( )

内
は
同
伴
者
数 

西
池
伸
弥 

 
 
 
 

市 

忠
顕 

 
 
 
 

浦
野
邦
夫 

中
大
路
三
栄
子(

一) 

西
池
恒
氏 

西
池
成
晃(

二) 

西
池
隆
造 

 
 
 
 

藤
木
硺
也 

藤
木
文
雄(

一) 

藤
木
保
誠(

一) 

堀
川 

潤(

一) 

松
田
一
彦 

山
本
武
久   

 

以
上
一
九
名 

第四回 (H19) 春季 

 崇神崇祖を祈念して、美しい神山を実現しよう 

第五回  (H19) 秋季 参加募集 

11 月 25 日(日) 時間  11：30～15：40 頃 

集合場所  賀茂社西ノ鳥居前（予備日12月2日（日））

ご奉仕頂ける方、同族会員のご家族の方々よろしく

お願いします。美化地域を広げ、もっと充実した神

山にするため、多数のご参加をお願いします。 
詳細は、下記にご請求ください. 
連絡先 Tel&Fax 078-592-4634 西池成晃 

mail : Whochitei@aol.com 

4月22日に関東支部から西池伸弥氏を迎え総勢19人で斎行し
た。みなさまの努力で磐座周辺は大分きれいになった。 
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賀 茂 祭 
 

山城使      市 忠顕 

奉行属     山本武久 

検非違使尉     堀川 潤 

馬寮使     藤木宣直 

主水司     梅辻 諄 

先駆後見     山本正信 

  山本紀博 

先駆  市 聡顕  市 法明 

   浦野邦洋  山本浩矢 

   山本幸大  馬場紘之信 

以上賀茂祭奉仕者計13名 
    

競 馬 会 
所司代     梅辻 諄 

目代     山本武久 

陰陽代     藤木硺也 

左念人     藤木 茂 

扶持     藤木孝顕 

右念人     堀内保丸 

扶持     藤木保久 

左方後見     岡本正和 

  浦野邦夫 

右方後見     岡本清仁 

  山本紀博 

頓宮預     藤木秀昭 

左方肝煎     山本浩久 

右方肝煎     山本正信 

乗 尻 
一番  浦野邦洋  山本浩矢
二番  山本幸大  岡本清虎 
三番  岡本征晃  山本宗尚
四番  中大路竜直  市 法明
五番  市 聡顕  馬場紘之信
六番  市 英顕  岡本陽己 

催奉行    戸田保輝 

 左方催方    堀川 潤 

 同補         山本雅浩 

 右方催方     岡本 修 

 同補         藤木宣直  

催方補  

   市 芳明  岡本安正 

  西池恒氏  西池隆造 

  藤木襄治  堀内邦保 

  堀川経史   松田一雄 

催方幹事    北大路元顕 

解説 市 忠顕  藤木文雄 

記録 岡本清信  堀内義晃 

以上競馬会奉仕者計44名 

競競      馬馬      会会      ・・      賀賀      茂茂      祭祭  

一
賀
茂
の
競
馬
に
つ
い
て
。 

（
５
／
１
足
汰
，
５
／
５
競
馬
） 

ご
存
知
の
よ
う
に
九
百
十

余
年
間
我
々
賀
茂
氏
が
伝

承
奉
仕
し
て
き
た
競
馬
、

今
年
も
そ
の
乗
尻
と
所
役

を
同
族
会
内
で
募
集
し
ま

す
。
馬
術
の
初
歩
か
ら
安

全
に
指
導
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

① 

乗
尻: 小

学
生
以
上
の
男
子

② 

所
役: 催

方
補
一
〇
人 

記
録
係
三
人 

乗
馬
指
導
若
干
名 

警
備
担
当
一
〇
人 

二
賀
茂
祭
（
葵
祭
） 

日
本
最
古
の
祭
り
の
一

つ
。
こ
れ
の
存
続
を
援

け
る
た
め
に
所
役
の
一

部
を
奉
仕
し
ま
し
ょ
う
。 

① 

警
備
担
当
五
人 

申
し
込
み
先 

山
本
武
久

電
話
＆
フ
ァ
ッ
ク
ス

〇
七
五
‐七
九
一
‐六
八
一
八

初
心
者
は
木
馬
や
輪
乗
り

か
ら
始
め
ま
す
。
大
方
の

方
は
こ
の
表
の
よ
う
な
練

習
を
こ
な
し
て
三
年
す
る

と
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

賀
茂
社
各
神
事
へ
の

ご
奉
仕
募
集 

所 役 奉 仕 者 

因
み
に
平
成
一
九
年
の
競

馬
練
習
状
況
を
表
に
纏
め

る
と
下
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
練
習
は
午
前
一
〇

時
か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

体
操
を
始
め
ま
す
。
終
わ

る
の
は
午
後
三
時
半
で

す
。
昼
食
は
支
給
。 

新
奉
仕
形
態
で
の
「
競
馬
会
神
事
行
事
」
を
終
え
て

今
年
も
賀
茂
競
馬
会
神
事
を
安
全
に
六
番
の
ご
奉
仕
が
で
き
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。 

こ
こ
数
年
来
競
馬
会
神
事
に
関
し
神
社
や
同
族
会
内
部
か
ら
改
革
意
見
が
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
今
年
は
神
社
か
ら
は
多
年
の
課
題

「
計
画
出
走
時
刻
の
厳
守
」
、
「
品
位
向
上
」
を
解
決
す
る
よ
う
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
競
馬
神
事
を
内
容
的
に
祭
祀
（
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上

す
る
純
粋
の
祭
祀
）
の
部
分
と
神
事
行
事
（
神
事
で
は
あ
っ
て
も
伝
統
行
祭
事

的
趣
の
強
い
）
の
部
分
に
区
分
し
前
者
は
賀
茂
社
が
、
後
者
は
同
族
会
が
（
一

括
受
任
す
る
形
態
で
）
夫
々
が
責
任
を
も
っ
て
強
固
に
結
合
し
斎
行
す
る
方
式

に
改
め
同
族
会
は
そ
の
責
任
範
囲
に
つ
き
自
発
的
に
責
任
を
も
っ
て
実
行
し
諸

課
題
解
決
の
任
に
あ
た
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
同
族
会
で
は
受
任
関
係
の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
会
内
指
示
系

統
の
一
元
化
、
練
習
方
法
、
競
馬
当
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
見
直

し
、
若
手
中
心
の
競
馬
委
員
会
の
設
置
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
を
実
施
し
課

題
解
決
に
注
力
し
好
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
を
機
に
さ
ら
に
改
良
を
加
え
賀
茂
社
か
ら
の
各
種
の
課
題
や
自
主
課
題

等
の
解
決
が
容
易
な
体
質
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て

会
員
誰
で
も
が
集
ま
り
お
手
伝
い
な
ど
の
し
や
す
い
「
競
馬
」
へ
の
改
革
を
図

っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
奉
仕
者
は
次
の
方
々
で
し
た
。 

　　　　月

　項　　　　　日 17 18 24 25 31 1 7 14 15 21 28 29
　　　　　目 土 日 土 日 土 日 土 土 日 土 土 日

 練習場所

 乗  尻 (人) 6 10 6 7 5 7 7 7 8 10 12 10
 コーチ (人) 2 2 2 4 3 3 3 3 3 6 6 6
 警  備 (人) 2 2 1 3 2 1 3 6 5 9 7 6

Ｈ１９年競馬練習参加状況

3月 4月

奥馬場 本馬場


